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当運用報告書に関するお問い合わせ先

コ ー ル セ ン タ ー  電話番号：0120－25－1404
午前９時～午後５時　土、日、祝・休日は除きます。

＜642479＞

受益者のみなさまへ
平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上

げます。
さて、「欧州社債ファンド Ｂコース（為替ヘッ

ジなし）」は、2023年11月15日に第111期の決
算を行ないました。

当ファンドは、主として、欧州企業が発行す
る社債を主要投資対象とする投資信託証券に投
資を行ない、インカム収益の確保と信託財産の
成長をめざして運用を行なってまいりました。

ここに、当作成対象期間の運用経過等につい
てご報告申し上げます。

今後とも一層のお引き立てを賜りますようお
願い申し上げます。

第111期末（2023年11月15日）
基 準 価 額 7,012円
純 資 産 総 額 568百万円

第106期～第111期
騰 落 率 14.1％
分配金（税込み）合計 240円

（注）騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計
算したもので、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。

（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。

○�交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項のう
ち重要なものを記載した書面です。その他の内容につ
いては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○�当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全
体版）に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供
する旨を定めております。運用報告書（全体版）は、
下記の手順にて閲覧・ダウンロードいただけます。

＜運用報告書（全体版）の閲覧・ダウンロード方法＞
右記URLにアクセス�⇒�ファンド検索機能を利用して該
当ファンドのページを表示�⇒�運用報告書タブを選択�⇒�
該当する運用報告書をクリックしてPDFファイルを表示

○�運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求に
より交付されます。交付をご請求される方は、販売会
社までお問い合わせください。

欧州社債ファンド Ｂコース（為替ヘッジなし） 
＜愛称 グラン・マルシェ＞

追加型投信／海外／債券

交付運用報告書
� 第106期（決算日2023年6月15日）� � 第107期（決算日2023年7月18日）� � 第108期（決算日2023年8月15日）
� 第109期（決算日2023年9月15日）� � 第110期（決算日2023年10月16日）� � 第111期（決算日2023年11月15日）

作成対象期間（2023年5月16日～2023年11月15日）
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運用経過
作成期間中の基準価額等の推移 � （2023年5月16日～2023年11月15日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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第106期首：6,365円
第111期末：7,012円（既払分配金（税込み）：240円）
騰 落 率： 14.1％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）分配金再投資基準価額は、作成期首（2023年5月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。

○基準価額の主な変動要因
当ファンドは、主として、欧州企業が発行する社債を主要投資対象とする投資信託証券に投資を行ない、

インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準
価額の主な変動要因は、以下の通りです。

＜値上がり要因＞
・�投資債券からのインカム収入を得たこと。
・�発行体企業の好調な業績、格上げなどの組入れ社債にとってポジティブなイベントなどから、キャピ

タルゲインが生じたこと。
・�ユーロとイギリスポンドが対円で上昇したこと。
・�一部の債券の信用スプレッド（利回り格差）が縮小したこと。
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＜値下がり要因＞
・�一部の債券の信用スプレッドが拡大したこと。
・�政情不安や紛争、突然の政権交代などの地政学的リスクに対する懸念が高まったこと。
・�市場のボラティリティ（変動性）の上昇によりリスク回避姿勢が強まり、株式や社債などのリスク資

産が下落したこと。
・�国債利回りが上昇（債券価格は下落）したこと。

１万口当たりの費用明細 � （2023年5月16日～2023年11月15日）

項 目 第106期～第111期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

（a） 信 託 報 酬 35 0.514 （a）�信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （ 6） （0.083） 委託した資金の運用の対価

（ 販 売 会 社 ） （28） （0.415） 運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提
供などの対価

（ 受 託 会 社 ） （ 1） （0.017） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） そ の 他 費 用 3 0.050 （b）�その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数

（ 監 査 費 用 ） （ 0） （0.002） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（ 印 刷 費 用 等 ） （ 3） （0.048） 印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など

合 計 38 0.564

作成期間の平均基準価額は、6,711円です。
（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することと

しております。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満

は四捨五入してあります。
（注）この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。
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（参考情報）
◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。）

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）
を乗じた数で除した経費率（年率）は1.73％です。

経費率
1.73％

当ファンド
1.11％
当ファンド
1.11％

投資先
ファンド
0.62％

投資先
ファンド
0.62％

運用管理費用
（投信会社）
0.16％

運用管理費用
（販売会社）
0.82％

運用管理費用
（販売会社）
0.82％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.10％

運用管理費用
0.62％

運用管理費用
0.62％

（単位：％）
経費率（①＋②） 1.73
①当ファンドの費用の比率 1.11
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.62

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただけますが、期

中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）投資先ファンドには運用管理費用以外の費用（事務管理費用、資産の保管費用、監査費用、信託財産に関する租税など）がある場合がありますが、

上記には含まれておりません。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。
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最近５年間の基準価額等の推移 � （2018年11月15日～2023年11月15日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）分配金再投資基準価額は、2018年11月15日の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

2018年11月15日 2019年11月15日 2020年11月16日 2021年11月15日 2022年11月15日 2023年11月15日
決算日 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 8,115 7,530 7,158 7,373 6,284 7,012
期間分配金合計（税込み） （円） － 480 480 480 480 480
分配金再投資基準価額騰落率（％） － △ 1.2 1.7 9.8 △ 8.4 20.1
純資産総額� （百万円） 1,446 1,084 944 752 555 568

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注）騰落率は１年前の決算応当日との比較です。
（注）当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。
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投資環境 � （2023年5月16日～2023年11月15日）

（欧州債券市況）
ユーロ圏経済は新型コロナウイルスの大流行下における深刻な低迷から脱し当初は力強い回復を示し

ていましたが、回復のペースは鈍化しています。景気回復の妨げとなっている要因は複数存在しており、
新型コロナウイルスの大流行、ロシアのウクライナ侵攻、地経学的な分断による長期的な影響を反映し
たものや、インフレに対処するために必要な金融政策引き締め、債務負担の膨らみを受けた財政支援の
終了、異常気象による影響を含めよりシクリカルな性質のものなども見られます。一方で、銀行セクター
において急激に高まったストレスは後退しました。2023年３月には銀行不安が高まりましたが、米国・
スイス両国の当局の迅速な対応を受けて、銀行の破綻は経営難の米国地方銀行とクレディ・スイスのみ
にとどまり、事態は収拾しました。しかし、急速に高まるインフレ圧力への対応に迫られるなか、ユー
ロ圏、英国、米国で急ピッチな利上げが行われてきた結果、主要中央銀行は引き締め的な金融政策スタ
ンスへと転換しており、それが2025年まで続くと予想されています。金融政策引き締めの影響が金融シ
ステムへ波及し始めている兆しが見られています。欧米で実施された銀行貸出調査によると、銀行は過
去１年間で与信を厳格化しており、今後もそうした姿勢を維持すると予想されます。また、信用環境タ
イト化の影響が実体経済の活動へ次第に及びつつある兆しも見られます。10月半ばに発表された最新の
国際通貨基金（ＩＭＦ）の「世界経済見通し」では、ユーロ圏の2023年の国内総生産（ＧＤＰ）成長率
予想は＋0.7％と、7月時点の予想の＋0.9％から引き下げられました。一方で、2024年のＧＤＰ成長率
予想は＋1.2％へと引き上げられました。エネルギー価格の下落や、それに比べると影響は小さいものの
食品価格の下落を受けて、総合インフレ率は低下しました。世界的な金融政策の引き締めが経済活動に
影響を及ぼすなか、2023年の原油価格は概ね下落基調にあり、2022年6月の高値を大幅に下回っていま
す。天然ガス価格についても、2022年の高値を依然として大幅に下回っています。食品価格については、
需要が減少しているものの供給も減少しており、2023年はこれまで小幅に下落しています。さらに、サ
プライチェーン（供給網）の正常化も大半の国の総合インフレ率低下に寄与しました。

（国内短期金利市況）
無担保コール翌日物金利は、期間の初めの－0.02％近辺から、日銀によるマイナス金利政策の下でコー

ル市場でもマイナス圏での取引が続き、－0.01％近辺で期間末を迎えました。
国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの－0.17％近辺から、日銀による国債買入れの継

続などを受けてマイナス圏での推移が続き、－0.24％近辺で期間末を迎えました。

（為替市況）
期間中における主要通貨（対円）

は、右記の推移となりました。
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当ファンドのポートフォリオ � （2023年5月16日～2023年11月15日）

（当ファンド）
当ファンドは、収益性を追求するため、「ヨーロピアン・ストラテジック・コーポレート・ボンド・ファ

ンド�クラスＢ」受益証券を高位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投
資を抑制しました。

（ヨーロピアン・ストラテジック・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＢ）
ポートフォリオで組入比率を最大としている業種セクターは引き続き「金融」で、次いで「小売」、「通

信」などとなっています。金融セクターにおける最大組入銘柄はイタリアに本部を置く世界的な銀行・
金融サービス企業、次いでフランスを本拠とする保険や資産運用業の世界的リーダー企業となっていま
す。小売セクターでは、食品・食料品、葬儀、保険、法律サービスなどを手掛ける世界最大級の消費者
協同組合が最大の組入れとなっています。通信セクターにおける最大組入銘柄は世界有数の通信サービ
ス企業で、同社は、英国最大の固定電話網およびモバイルネットワークを構築・所有・運営しており、
同国が掲げるデジタル戦略を支えています。

期間中の当ファンドでは、ドイツの医薬品企業の追加発行社債を取得しました。同社は、特許切れ医
薬品、ブランド医薬品、処方箋薬、ニッチ医薬品の販売に注力する同族経営企業です。同銘柄の購入原
資を確保するために、グローバル・ヘルスケア商品会社のハイブリッド証券（2026年に初回の繰上償還
予定）の保有を解消し、これによって利回りの上乗せ分を高めることができました。また、相対的な価
値に着目して残存期間が非常に短い債券２銘柄の間で入れ替えを行ない、2024年に満期を迎える通信
サービス企業の債券を売却し、世界の光学、オーディオおよびイメージングテクノロジー市場向けに、
発光素子や光センシング・ソリューションの設計・製造を行う企業の2025年満期の債券に乗り換えまし
た。この入れ替えにより、同じく利回りの上乗せ分を高めることができました。当ファンドでは引き続
きディフェンシブなポジションを維持し、幅広く分散投資しています。また、ロシア企業やその親会社
あるいは所有者がロシアと強いつながりを持つ企業の債券は保有していません。

（マネー・アカウント・マザーファンド）
運用の基本方針に従い、国庫短期証券の購入や現先取引、コール・ローンや金銭信託などを通じて、

元本の安全性を重視した運用を行ないました。
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当ファンドのベンチマークとの差異 � （2023年5月16日～2023年11月15日）
当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数を設定しておりません。

分配金 � （2023年5月16日～2023年11月15日）
分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充

当しなかった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。
○分配原資の内訳
� （単位：円、1万口当たり、税込み）

項 目
第106期 第107期 第108期 第109期 第110期 第111期

2023年5月16日～
2023年6月15日

2023年6月16日～
2023年7月18日

2023年7月19日～
2023年8月15日

2023年8月16日～
2023年9月15日

2023年9月16日～
2023年10月16日

2023年10月17日～
2023年11月15日

当期分配金 40 40 40 40 40 40
（対基準価額比率） 0.606％ 0.593％ 0.582％ 0.587％ 0.594％ 0.567％

当期の収益 40 40 40 40 40 40
当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 947 956 965 969 974 984
（注）�対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）�当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

今後の運用方針

（当ファンド）
引き続き、「ヨーロピアン・ストラテジック・コーポレート・ボンド・ファンド�クラスＢ」受益証券

を原則として高位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制する
方針です。

（ヨーロピアン・ストラテジック・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＢ）
欧州では、厳しい外部環境やユーロ圏内での金融引き締めを背景に、マクロ経済指標は経済活動の継

続的な弱まりを示しています。2023年10月のユーロ圏購買担当者景気指数（ＰＭＩ）の総合指数（速
報値）は46.5に低下し、小幅な回復というコンセンサスに反する結果となりました。経済活動の低迷は
幅広い分野に及びサービスセクターと製造業セクターがともに影響を受けており、サービス業ＰＭＩ、
製造業ＰＭＩはともに前月比で悪化しています。ユーロ圏域内総生産（ＧＤＰ）では景気低迷が明確に
示されており、2023年7－9月期のユーロ圏ＧＤＰ成長率は前期比0.1％減となり、市場コンセンサス
を下回りました。10月のユーロ圏消費者物価指数（ＨＩＣＰ）の総合指数の上昇率は前年同月比2.9％
となり、9月の同4.3％から大幅に減速しました。基調的な物価上昇率を示すＨＩＣＰコア指数の上昇
率にも改善の兆しが見られ、10月は前年同月比4.2％まで鈍化しましたが、依然として高水準が続いて
います。欧州中央銀行（ＥＣＢ）は10月の政策理事会で、政策金利を据え置くことを決定しました。政
策理事会の声明では、「現在の政策金利は、十分に長い期間維持されれば、インフレ目標の達成に大き
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く寄与する水準に達していると考えている」と表明しています。
英国では、インフレが引き続き沈静化に向かっており、9月の消費者物価指数（ＣＰＩ）の総合指数

の上昇率は前月から横ばいの前年同月比6.7％となった一方で、ＣＰＩコア指数の上昇率は同6.1％とな
り前月から減速しています。一方で、住宅セクターやＰＭＩの低迷が主因となり、経済指標は悪化して
います。賃金の伸びは底堅く推移していますが、求人倍率がコロナ禍前の水準近くまで低下するなど、
雇用市場に脆弱性が見られます。今後数ヵ月のうちに多くの固定金利型住宅ローンがより高い金利に調
整されることが予想されますが、これまで実施された利上げの影響は英国の実体経済にまだ十分に波及
していません。住宅セクターの低迷、住宅ローン金利の上昇などを背景に消費者心理が悪化するなかで、
英国経済に下振れリスクが高まっており、イングランド銀行（ＢＯＥ）による金融引き締めが制限され
る可能性があります。ＢＯＥは11月の金融政策委員会（ＭＰＣ）で政策金利を5.25％に据え置くことを
決定しました。また、今後の利下げの可能性について、ベイリー総裁は「利下げについて考えるのはあ
まりにも時期尚早である」と述べています。英国の金融政策は十分に抑制的な水準にあり、サービスイ
ンフレが鈍化し続ける限り、ＢＯＥが再び利上げを行う可能性は低いとみられます。

当ファンドは今後も、リサーチを重視したボトムアップの銘柄選択手法を用いて割安な債券への投資
を継続する方針です。

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。

（マネー・アカウント・マザーファンド）
引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主要投資対象は、わが国の国

債および格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コール・ローンや
金銭信託などに投資することもあります。

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。
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お知らせ
2023年5月16日から2023年11月15日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。

当ファンドの概要

商 品 分 類
信 託 期 間 2014年8月19日から2029年5月15日までです。

運 用 方 針
主として、欧州企業が発行する社債を主要投資対象とする投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益証
券（振替投資信託受益権を含みます。）および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます。）の一部、ま
たはすべてに投資を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象
「ヨーロピアン・ストラテジック・コーポレート・ボンド・ファンド�クラスＢ」受益証券�
「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券�
上記の投資信託証券を主要投資対象とします。

運 用 方 法
主として、ユーロ圏、英国および北欧の欧州先進国企業が発行する社債を中心に、実質的に投資を行ない、イン
カム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないます。S＆P、ムーディーズまたはフィッチの格付で、
投資適格社債だけでなく、BB＋格相当以下のハイ・イールド社債にも幅広く投資します。外貨建資産については、
原則として対円での為替ヘッジを行ないません。

分 配 方 針 毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。
ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。

追加型投信／海外／債券
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（参考情報）
○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2018年11月末～2023年10月末）

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 25.8 42.1 59.8 62.7 5.4 7.9 21.5
最小値 △ 14.2 △ 16.0 △ 12.4 △ 19.4 △ 5.5 △ 6.1 △ 8.8
平均値 1.4 7.2 15.2 6.3 △ 0.6 3.1 3.9

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）2018年11月から2023年10月の5年間の各月末における直近１年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものです。
（注）上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。
（注）当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。

《各資産クラスの指数》
日 本 株：東証株価指数（TOPIX、配当込）
先進国株：MSCI-KOKUSAIインデックス（配当込、円ベース）
新興国株：MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込、円ベース）
日本国債：NOMURA-BPI国債
先進国債：FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債：JPモルガンGBI-EMグローバル・ディバーシファイド（円ヘッジなし、円ベース）

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
指数について
●東証株価指数（TOPIX、配当込）は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチマークで、配
当を考慮したものです。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属
します。●MSCI-KOKUSAIインデックス（配当込、円ベース）は、MSCI�Inc.が開発した、日本を除く世界の先進国の株式を対象として算出した指数で、
配当を考慮したものです。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI�Inc.に帰属します。●MSCIエマージング・マーケット・
インデックス（配当込、円ベース）は、MSCI� Inc.が開発した、世界の新興国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、当
指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI� Inc.に帰属します。●NOMURA-BPI国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コン
サルティング株式会社が公表している指数で、その知的財産権は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属します。なお、
野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社は、対象インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、対
象インデックスを用いて行われる日興アセットマネジメント株式会社の事業活動・サービスに関し一切責任を負いません。●FTSE世界国債インデック
ス（除く日本、円ベース）は、FTSE�Fixed�Income�LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均し
た指数です。なお、当指数に関する著作権等の知的財産その他一切の権利は、FTSE�Fixed�Income�LLCに帰属します。●JPモルガンGBI-EMグローバル・
ディバーシファイド（円ヘッジなし、円ベース）は、J.P.�Morgan�Securities�LLCが算出、公表している、新興国が発行する現地通貨建て国債を対象に
した指数です。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P.�Morgan�Securities�LLCに帰属します。
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当ファンドのデータ
組入資産の内容 � （2023年11月15日現在）

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第111期末

％
ヨーロピアン・ストラテジック・コーポレート・ボンド・ファンド�クラスＢ 97.0
マネー・アカウント・マザーファンド 0.1

組入銘柄数 2銘柄
（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○資産別配分

国内投資信託受益証券
97.0％

国内投資信託受益証券
97.0％

親投資信託受益証券
0.1％

その他
2.9％

○国別配分

ケイマン諸島
97.0％

ケイマン諸島
97.0％

日本
0.1％

その他
2.9％

○通貨別配分

円
97.1％
円

97.1％

その他
2.9％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
（注）国内投資信託受益証券には外国籍（邦貨建）の受益証券を含めております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。

純資産等

項 目 第106期末 第107期末 第108期末 第109期末 第110期末 第111期末
2023年6月15日 2023年7月18日 2023年8月15日 2023年9月15日 2023年10月16日 2023年11月15日

純 資 産 総 額 574,022,264円 580,604,198円 588,550,999円 577,472,378円 547,930,355円 568,191,609円
受 益 権 総 口 数 874,847,039口 865,360,453口 861,436,892口 853,046,022口 818,391,615口 810,304,728口
１万口当たり基準価額 6,561円 6,709円 6,832円 6,770円 6,695円 7,012円

（注）当作成期間（第106期～第111期）中における追加設定元本額は23,027,289円、同解約元本額は93,657,234円です。

ヨーロピアン・ストラテジック・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＢ

（円）

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

2022/3/4 2022/5/4 2022/7/4 2022/9/4 2022/11/4

（2022年1月1日～2022年12月31日）
【基準価額の推移】

（注）グラフは分配金再投資基準価額です。

【１万口当たりの費用明細】
（2022年1月1日～2022年12月31日）

当該期間の１万口当たりの費用明細については開示されていないため、
掲載しておりません。

【組入上位10銘柄】
（2022年12月31日現在）

銘 柄 名 業 種 ／ 種 別 等 国（ 地 域 ） 比 率
％

１ UniCredit SpA FRN 15-Jan-32 変動利付債 イタリア 3.2
2 Axa SA FRN 16-Jan-54 変動利付債 フランス 2.0
3 Deutsche Bank FRN 24-Jun-26 変動利付債 ドイツ 2.0
4 Anglian Water 4% 08-Mar-26 社債 英国 2.0
5 Česká spořitelna FRN 14-Nov-25 変動利付債 チェコ共和国 2.0
6 Stonegate Group 8.25% 31-Jul-25 社債 英国 1.9
7 Gatwick Airport Finance Plc 4.375% 07-Apr-26 社債 英国 1.9
8 Barclays Plc 3.25% 12-Feb-27 社債 英国 1.9
9 Co-operative Group Ltd 7.5% 08-Jul-26 社債 英国 1.9
10 Smith & Nephew Plc 4.565% 11-Oct-29 社債 英国 1.9

組入銘柄数 54銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

【資産別配分】

社債
67.3％

変動利付債
26.5％

その他
6.1％

【国別配分】

英国
25.1％

オランダ
14.7％

フランス 14.2％イタリア
8.2％

ドイツ
6.5％

チェコ
共和国
5.5％

米国
4.8％

その他
21.1％

【通貨別配分】
必要な情報が開示されておりません。

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

90002_ヨーロピアン・ストラテジック・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＢ_989645.indd   1 2023/12/22   11:27:17
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組入上位ファンドの概要

ヨーロピアン・ストラテジック・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＢ

（円）

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

2022/3/4 2022/5/4 2022/7/4 2022/9/4 2022/11/4

（2022年1月1日～2022年12月31日）
【基準価額の推移】

（注）グラフは分配金再投資基準価額です。

【１万口当たりの費用明細】
（2022年1月1日～2022年12月31日）

当該期間の１万口当たりの費用明細については開示されていないため、
掲載しておりません。

【組入上位10銘柄】
（2022年12月31日現在）

銘 柄 名 業 種 ／ 種 別 等 国（ 地 域 ） 比 率
％

１ UniCredit SpA FRN 15-Jan-32 変動利付債 イタリア 3.2
2 Axa SA FRN 16-Jan-54 変動利付債 フランス 2.0
3 Deutsche Bank FRN 24-Jun-26 変動利付債 ドイツ 2.0
4 Anglian Water 4% 08-Mar-26 社債 英国 2.0
5 Česká spořitelna FRN 14-Nov-25 変動利付債 チェコ共和国 2.0
6 Stonegate Group 8.25% 31-Jul-25 社債 英国 1.9
7 Gatwick Airport Finance Plc 4.375% 07-Apr-26 社債 英国 1.9
8 Barclays Plc 3.25% 12-Feb-27 社債 英国 1.9
9 Co-operative Group Ltd 7.5% 08-Jul-26 社債 英国 1.9
10 Smith & Nephew Plc 4.565% 11-Oct-29 社債 英国 1.9

組入銘柄数 54銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

【資産別配分】

社債
67.3％

変動利付債
26.5％

その他
6.1％

【国別配分】

英国
25.1％

オランダ
14.7％

フランス 14.2％イタリア
8.2％

ドイツ
6.5％

チェコ
共和国
5.5％

米国
4.8％

その他
21.1％

【通貨別配分】
必要な情報が開示されておりません。

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
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マネー・アカウント・マザーファンド

（円）

10,017
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10,023

2022/11 2023/1 2023/3 2023/5 2023/7 2023/9

（2022年10月13日～2023年10月12日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2022年10月13日～2023年10月12日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a） そ の 他 費 用 0 0.000
（ そ の 他 ） （0） （0.000）

合 計 0 0.000
期中の平均基準価額は、10,019円です。

（注）上記項目の概要につきましては運用報告書（全体版）をご参照ください。
（注）�各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）�各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）

を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数
第３位未満は四捨五入してあります。

組入資産の内容 � （2023年10月12日現在）
2023年10月12日現在、有価証券等の組入れはございません。

※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。
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